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魚取り大会
　7月20日に春日神社で行われた、春日・惣利・平
田台・塚原台の4地区合同の魚取り大会。
　例年は牛頸川で清掃活動を行った後、魚を放流
して行われる催しですが、今年は前日からの雨に
よる増水の危険を考慮し、清掃活動は中止。神社
の御池に場所を移して、魚取り大会のみの開催と
なりました。
　湿度が高く、蒸し暑い中でしたが、子どもたちは
大喜びで、競うように魚を網ですくっていました。

輝 き  ふ れ あ い 　 安 ら ぎ の 都 市
ま ち
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市民意識調査

順位 項目 合計

1（1） 上水道の安定供給 92.1%

2（2） 公園の整備 78.5%

3（8） 学校教育による子どもの健全育成 77.5%

4（11） 歴史遺産、文化財の保全・継承 77.2%

5（12） 家庭、地域、学校の連携による
子どもの健全育成 74.8%

6（6） スポーツを楽しむ条件整備 72.6%

6（16） 良好な住環境 72.6%

8（5） 市民活動の活性化 72.3%

9（9） ごみ処理、リサイクル 70.8%

10（3） 消防・救急体制の充実 69.0%

順位 項目 合計

37（33） 行政に対する市民満足度 41.1%

38（37） 日常生活を営む上で
困窮している市民の自立 40.2%

39（39） 市民の行政への参画意欲、
市民と行政の協働 36.5%

40（41） 市内の自動車交通、渋滞 32.7%

41（38） 地元の商店や商店街の活性化 31.2%

「上水道の安定供給」、「公園の整備」、「学校教育による
子どもの健全育成」が高い評価を得ました。特に、子ど
もの健全育成に関する分野では、前回の調査よりも評
価が大きく上昇しています。
　逆に評価が低かったものとしては、「商店や商店街の
活性化」、「自動車交通・渋滞」が挙げられました。

春日市は住みよいまちだと思いますか春日市は住みよいまちだと思いますか 春日市に住み続けたいですか春日市に住み続けたいですか

住みにくい
4.7％

無回答
2.1％

住みよい
93.2％

住み続けたい
91.0％

住み続けたくない
6.4％

無回答
2.6％

春日市の住みよさと、今後の居住意向

春日市の現状への評価

　市政に対する市民の皆さんの考えを聞かせていただくた
め、1月から2月にかけて「市民意識調査」を実施しました。
　この調査をすることによって、高齢者支援や子育て、防犯
防災、環境問題など、幅広い分野での春日市の長所や短所を
把握することができました。その一部を紹介します。

市民意識調査市民意識調査

上位10項目 下位5項目

ご協力ありがとうございました

※　表中の順位横の（ ）内の数字は、前回の調査での順位です。
　　また、合計は、「そのとおりである」と「どちらかといえばそうである」の回答を合計した数値です。

対象　無作為で抽出した、20歳以上の市民2,000人
調査方法　無記名による郵送法で実施
有効回収数（割合）　813件（40.7％）
前回調査　平成16年に実施

〜調査の概要〜
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順位 項目 回答率

1 高齢者が安心して暮らせる
地域社会や制度の支え 35.1%

2 学校教育による子どもの健全育成 25.7%

3 仕事と育児の両立 23.9%

4 道路の標識、ミラー、信号などの整
備 20.4%

4 歩道整備 20.4%

6 日常生活を営む上で
困窮している市民の自立 19.9%

7 バス、鉄道など、
市内の移動のスムーズさ 17.8%

8 家庭、地域、学校の連携による
子どもの健全育成 16.5%

9 健康づくりや介護予防ができる
地域社会や制度の支え 16.1%

10 防犯に対する住民の意識、
地域ぐるみでの防犯の取り組み 15.9%

市が力を入れていくべきもの

順位 項目 回答率

1 家庭、地域、学校の連携による
子どもの健全育成 33.2%

2 ごみ処理、リサイクル 29.6%

3 防犯に対する住民の意識、
地域ぐるみでの防犯の取り組み 27.8%

4 地域の連帯感 22.4%

5 公園の公共マナー 22.0%

6 高齢者が安心して暮らせる
地域社会や制度の支え 19.9%

7 健康づくりや介護予防ができる
地域社会や制度の支え 19.2%

8 高齢者の社会参加、生きがい 16.6%

9 育児不安の解消、子育てへの
地域社会や制度の支え 13.7%

10 障害者が安心して暮らせる
地域社会や制度の支え 13.2%

市民が積極的に関わった方がよいもの

　春日市が今後力を入れていくべき取り組みとして、「高齢者
が安心して暮らせる地域社会や制度の支え」と回答した人が
約3分の1で、第1位に挙げられました。
　前回の調査と比べると、福祉部門に力を入れていくべきと
いう回答が多くなっており、福祉サービスへの需要の高まり
がうかがえます。
　特に、高齢者支援や健康づくりの分野で、その傾向が強くみ
られます。

　市民がボランティア、市民活動などで積極的に関わっ
た方がよいものについては、「家庭・地域・学校の連携によ
る子どもの健全育成」、「ごみ処理、リサイクル」が上位に
挙げられました。
　前回の調査と比べると、多くの分野で「市民が積極的に
関わった方がよい」との回答が増えており、市民のまちづ
くりに対する意識の高まりがうかがえます。
　特に、地域の連帯感向上など、地域活動に密着した分野
での回答が増えています。

上位10項目

上位10項目

※　表中の回答率は、まちづくりに関する41の選択肢の中から5つを選択する設問において、
その選択肢を回答した人の割合です。
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▶高齢者にやさしい住みよい街づくりをしてほしい。
やさしい・活気あふれる明るい市政を願っている。
（70代女性）　
▶子どもが１人で遊ぶことができる安全な街を目指
してほしい。市民の協力を引き出すことで地域の
輪が生まれると思う。（40代男性）　
▶市民が市政に積極的に参加できるような環境の整
備が必要。このような調査も一つの方法だと思う。
今後も市民の意見を聞き取ってほしい。（20代男性）

▶交通量が多い割に歩道が少なく、道路が狭い。自転
車が道路ギリギリを通り、事故につながる。（40代
女性）
▶春日市に住んでまだ１年少しなので知らないこと
の方が多いと思うが、出産してから子ども目線で
物事を考えるようになり、そうすると、やはり身近
に元気良く安全に遊べる公園や施設がもっとあれ
ばいいなと思う。子どもが安全に健やかに育つ街
であってほしい。（30代女性）

地域活動やボランティア活動を
していますか

市が、健康診査やがん検診を
行っていることを知っていますか

あなたの住んでいる地域は、
災害に対して安全だと思いますか

災害時の避難場所を
知っていますか

「市報かすが」を
読んでいますか

インターネットを
利用していますか

活動していないが、
活動してみたいと
いう気持ちはある
　　50.1％

活動していないし、
活動してみたい
という気持ちもない
　　33.3％

無回答
1.8％
活動している
14.8％

知っている
82.8％

知らないが、
関心はある
　13.8％

知らないし、
関心もない
　1.7％

無回答
1.7％

安全
8.6％

ある程度安全
48.1％

どちらとも
いえない
28.5％

無回答
1.0％安全でない

3.0％
あまり

安全でない
10.8％

知っている
70.5％

知らない
28.8％

無回答
0.7％

すべての
内容を
読んでいる
　24.7％

必要な情報のみ
読んでいる
　　52.0％

目次や見出しに
目を通す程度
　　15.5％

まったく読んでいない
6.6％ 無回答

0.9％

利用している
57.6％

利用して
いない
 40.3％

無回答
2.1％

その他
0.2％

そのほかの項目

自由意見

　今回の調査では、上記のような自由意見を約300件いただきました。
　これらの中には、市の現状を評価していただいたものもある反面、厳しい指摘や提案も数多くありました。
　一つ一つの意見を真剣に受け止め、今後の市政運営に活用します。ご協力ありがとうございました。

　問い合わせ先　行政管理課　企画担当　 （584）1111　 （584）1145
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目
的

　
現
在
、皆
さ
ん
が
医
療
や
介
護
に
か
か
っ

た
費
用（
自
己
負
担
分
）の
月
額
が
高
額
に

な
っ
た
場
合
、申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、基

準
額（
自
己
負
担
限
度
額
）を
超
え
る
金
額
が

そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
高
額
医
療・高
額
介
護
合
算
制
度
」は
、さ

ら
に
そ
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
、医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
年
間
の
合
算
額
に
つ
い
て
、基
準
額

が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

内
容

　
同
制
度
で
は
、世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
全
員
が
、1
年
間（
毎
年
8
月
1

日
か
ら
翌
年
7
月
31
日
ま
で
の
12
カ
月
間
）

【
注
】に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の

自
己
負
担
額
を
合
計
し
、基
準
額
を
超
え
た

場
合
に
、そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

　
世
帯
内
の
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度

の
加
入
者
全
員
の
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の

自
己
負
担
額
の
合
計
が
基
準
額
を
超
え
た
場

合
も
同
様
で
す
。

　
な
お
、自
己
負
担
額
は
医
療
保
険（
国
民
健

康
保
険（
国
保
）、長
寿
医
療
制
度
、社
会
保
険

な
ど
）ご
と
に
合
算
さ
れ
ま
す
の
で
、同
一
世

帯
に
お
い
て
異
な
る
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
と
は
合
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、基
準
額
は
所
得
や
年
齢
に
応
じ
て

異
な
り
ま
す（
下
表
）。

【
注
】自
己
負
担
額
の
合
算
対
象
期
間
の
途
中

で
医
療
保
険
ま
た
は
介
護
保
険
の
保
険
者

が
変
更
と
な
っ
た
場
合
、変
更
前
の
保
険

の
自
己
負
担
額
も
合
算
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、合
算
す
る
場
合
は
、以
前
に
加

入
し
て
い
た
保
険
の
保
険
者
が
交
付
し
た

「
自
己
負
担
額
証
明
書
」の
提
出
が
必
要
で

す
。利

用

　
同
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、7
月
31

日
現
在
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
の
保
険

者
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。対
象
者
に
は
、平

成
20
年
度
の
自
己
負
担
額
の
情
報
を
整
理

し
、平
成
22
年
1
月
ご
ろ
に
通
知
し
ま
す
。通

知
が
届
き
ま
し
た
ら
、国
保
年
金
課（
市
役
所

１
階
）の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、国
民
健
康
保
険
ま
た
は
長
寿
医
療

制
度
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、各
医
療
保
険
の
保
険
者
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■高額医療・高額介護合算の自己負担限度額（年間）
国保＋介護保険

（70歳未満の人がいる世帯）
国保＋介護保険（70〜 74歳の世帯）
または長寿医療制度＋介護保険

①上位所得者 126万円【168万円】④一定以上所得者 67万円【89万円】

②一般 67万円【89万円】 ⑤一般 56万円【75万円】

③市民税非課税 34万円【45万円】
⑥低所得者Ⅱ 31万円【41万円】

⑦低所得者Ⅰ 19万円【25万円】

※１　所得区分は、7月31日現在加入している医療保険の高額療養費の限度
額区分と同じです。
①：国保加入者全員の基礎控除後の総所得金額が600万円を超える場合
②：①、③に該当しない場合
③：世帯主と国保加入者全員が市民税非課税の場合
④：国保の高齢受給者証、後期高齢者医療被保険者証の負担割合が「3割」と
なっている場合
⑤：④、⑥、⑦に該当しない場合
⑥：国保→③と同じ、長寿医療制度→世帯の全員が市民税非課税の場合
⑦：⑥のうち、世帯員全員の所得が一定の基準額以下の場合
※２　平成20年度の限度額については、平成20年4月1日から平成21年7月31
日までの16カ月間で計算され、【　】内の金額が適用されます。ただし、平
成20年8月1日からの12カ月で計算した方が支給額が高額となる場合は、
通常の限度額が適用されます。

※３　食費や居住費、差額ベッド代などは、合算の対象外です。
※４　70歳以上の人は、すべての自己負担額が合算の対象になりますが、70
歳未満の人の医療費は、1カ月当たり2万1,000円以上の自己負担額のみが
合算の対象になります。

高額医療・高額介護合算制度
医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の

負担を軽減するために、平成20年4月から
「高額医療・高額介護合算制度」が始まりました。

▷国保年金課国保担当・医療担当　 （584）1111　 （584）1141
▷高齢課介護保険担当　 （584）1111　 （584）3090問い合わせ先
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竹た
け
し
た下
和か
ず
お男
さ
ん（
香
川
県
綾
川
町
立
綾
上
中
学
校

校
長
）が
始
め
た「
弁
当
の
日
」の
取
り
組
み
。今
年
で

８
年
目
に
な
る
こ
の
取
り
組
み
は
、「
親
は
決
し
て
手

伝
わ
な
い
」「
弁
当
作
り
の
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
は

学
校
が
責
任
を
持
っ
て
教
え
る
」と
い
う
約
束
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、物
で
あ
ふ
れ
た
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
た

ち
は
、生
き
て
い
る
実
感
が
薄
く「
心
の
空
腹
感
」を

訴
え
て
い
ま
す
。「
弁
当
の
日
」は
、子
ど
も
た
ち
に
対

し
て
、家
庭
の
中
で
心
の
空
腹
感
を
埋
め
、自
分
の
存

在
を
感
じ
さ
せ
る
食
育
方
法
で
す
。

　
子
ど
も
は
大
人
が
考
え
て
い
る
以
上
に
一
人
前
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
一
人
で
弁
当
作
り
の
す
べ

て
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」と
い
う
環
境
に
子
ど

も
を
置
け
ば
、生
き
る
力
が
お
の
ず
と
目
覚
め
、自
立

し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、心
の
空
腹
感
を
埋
め
て
く

れ
た
人
や
自
分
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
人
に

感
謝
し
、そ
の
人
の
教
え
に
従
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ス
タ
ー
ト
が「
暮
ら
し
の
時
間
」（
家
庭
）で
あ

り
、こ
れ
は
親
の
仕
事
で
す
。そ
の
親
が
信
頼
を
寄
せ

近
年
、生
活
習
慣
や
心
の
崩
壊
な
ど
多
方
面
で
問
題
を
抱
え
る
現
代
の
子
ど
も
た
ち
。

食
育
を
と
お
し
て
生
き
る
力
を
育
む「
弁
当
の
日
」の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

広
げ
よ
う
　  

考
え
よ
う
　

私
た
ち
の
食
　    

子
ど
も
た
ち
の
未
来

子育て講座公開講演会「命の大切さ（仮題）」
日時　9月26日㈯　午後1時30分〜3時30分
場所　ふれあい文化センターサンホール
講師　内

う ち だ
田美

み ち こ
智子さん、佐

さ と う
藤剛

ご う し
史さん

問い合わせ先　春日市青少年育成市民会議
　　　　　　 （584）3366　 （575）0768

〈関連事業・関連図書〉

問い合わせ先　社会教育課　 （575）4121　 （593）7380

春
日
市
家
庭
教
育
学
級
公
開
講
座

日
時　
９
月
５
日
㈯　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ
ン

ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

演
題　
「『
弁
当
の
日
』が
学
力
を
育
て
る
」

講
師　
竹
下
和
男
さ
ん

託
児　
15
人・３
０
０
円（
８
月
20
日
㈭
ま
で
に

要
申
込
）

※　
家
庭
教
育
学
級
生
を
優
先
し
ま
す
。

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課

る
教
員
が「
ま
な
び
の
時
間
」（
学
校
）を
担
当
し
ま

す
。「
こ
の
二
つ
の
時
間
を
連
携
さ
せ
、子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
励
み
ま
し
ょ
う
」と
い
う
提
案
で
す
。

　
こ
の「
弁
当
の
日
」の
取
り
組
み
は
、子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
大
学
生
や
社
会
人
ま
で
全
国
的
に
広
が

り
始
め
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、私
た
ち

の「
食
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ダンボールコンポスト講習会
日時　毎月第2水曜日　午前10時30分〜正午
場所　市役所
定員　25人（申込先着順）
申込・問い合わせ先　ごみ減量推進課
　　　 （584）1124（直通）　 （584）1147

著書名 著者名 出版社名
“弁当の日”がやってきた 竹下和男 自然食通信社
台所に立つ子どもたち 竹下和男 自然食通信社
弁当の日　食べ盛りの君たちへ 佐藤剛史 西日本新聞社
ここ　食卓から始まる生教育 内田美智子・佐藤剛史 西日本新聞社
食卓の向こう側シリーズ 西日本新聞社
ゼロから始める玄米生活 西日本新聞社
ゼロからはじめる玄米生活おかず編 西日本新聞社
いのちを育てるこころを育てる 倉田新（編著） 一藝社
子どもと作る食育レシピ 小西律子 チャイルド本社

■市民図書館で
　借りられる図書

弁
当
の
日
と
は
…
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お詫び（市民カレンダーの記載ミス）
　市報8月1日号の折込物「市民カレンダー」の8月2日㈰・3日㈪の
欄に、通常どおりの収集日にもかかわらず、「ごみ収集休み」と記載
していました。
　誤った情報を提供し、誠に申し訳ありませんでした。今後このよ
うなことがないよう、細心の注意を払って作成してまいります。

情報政策課情報公開広報担当
（584）1111　 （584）1142

7

教
育
委
員
会
は
、平
成
22
年
4
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
子
ど
も
を
対
象
に
、健
康
診
断
を

行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
は
、詳
し
い

内
容
を
記
載
し
た
通
知
ハ
ガ
キ
を
８
月
下
旬
に
送
付

す
る
予
定
で
す
。

対
象　
平
成
15
年
4
月
2
日
〜
平
成
16
年
4
月
1
日

に
生
ま
れ
た
未
就
学
児

日
程・場
所　
左
表
の
と
お
り

健
診
項
目　
内
科
、歯
科
、視
力
、聴
力
、適
性
検
査

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、保
護
者
と
子

ど
も
の
上
履
き

就学時健康診断
入学に備え、受診してください

学校教育課　 （584）1111 （584）1153

■就学時健康診断日程
期日 学校 受付時間・場所

９月９日㈬ 大谷小学校

午後1時30分〜

2時15分

各小学校の体育館

または多目的ホール

９月９日㈬ 春日東小学校
９月17日㈭ 春日野小学校
９月18日㈮ 春日西小学校
９月25日㈮ 春日北小学校
９月29日㈫ 須玖小学校
10月14日㈬ 白水小学校
10月23日㈮ 天神山小学校
10月29日㈭ 春日南小学校
11月6日㈮ 日の出小学校
11月10日㈫ 春日原小学校
11月11日㈬ 春日小学校
※　車での来場はご遠慮ください。

９
月
に
行
う
議
会
の
日
程
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
程・内
容

▽
１
日
㈫　

本
会
議（
議
案
の
上

程
、提
案
理
由
の
説
明
な
ど
）

▽
３
日
㈭　

本
会
議（
議
案
質
疑

な
ど
）

▽
４
日
㈮
・７
日
㈪
・８
日
㈫　

各

常
任
委
員
会（
議
案
審
査
）

▽
９
日
㈬
・
10
日
㈭　

本
会
議（
一

般
質
問
）

※　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
19
チ
ャ

ン
ネ
ル
）で
生
放
送
を
行
い
ま

す
。

▽
11
日
㈮　

各
常
任
委
員
会（
議

案
採
決
）

▽
14
日
㈪　

各
常
任
委
員
会（
閉

会
中
の
調
査
事
件
の
調
整
な

ど
）

▽
15
日
㈫　

 

本
会
議（
委
員
長
報

告
、質
疑
、討
論
、採
決
）

※　

日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。傍
聴
す

る
場
合
は
、事
前
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

春日市議会９月定例会
傍聴しませんか

議会事務局　 （584）1111 （584）1146

よ
り
良
い
春
日
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、市
長
が
各

地
区
公
民
館
に
出
向
き
、市
民
の

皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

す
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

期
日・場
所

▽
９
月
24
日
㈭　

春
日
原
公
民
館

▽
９
月
29
日
㈫　

春
日
公
民
館

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※　

日
時
・
場
所
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
都
度

市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
春
日
原
南
地
区
の
開
催
日
を
変

更
春
日
原
南
地
区
の
開
催
日
を

変
更
し
ま
し
た
。

な
お
、時
間（
午
後
７
時
30
分

〜
）と
場
所（
春
日
原
南
公
民

館
）の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
変
更
前　

10
月
１
日
㈭

▽
変
更
後　

９
月
30
日
㈬

出前トーク「市長と語る」
９月の日程をお知らせします

行政管理課 行政管理担当　 （584）1111 （584）1145
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Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

被
害
に
よ
り
、避
難
先
で
住
民
登
録
が
で

き
ず
、定
額
給
付
金
や
子
育
て
応
援
特
別
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
被
害
者
に
対
し
、こ
れ

ら
の
相
当
額
を
給
付
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、ま
ず
電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。相
談
後
、該
当
者
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
と

そ
の
同
伴
者

①
定
額
給
付
金
相
当
額
給
付
金
の
場
合

▽
平
成
21
年
２
月
１
日
現
在（
基
準
日
）、Ｄ
Ｖ

被
害
者
で
あ
る
こ
と
が
市
か
ら
の
支
援
や
ほ

か
の
公
的
機
関
か
ら
の
証
明
な
ど
で
確
認
で

き
る

▽
Ｄ
Ｖ
被
害
の
た
め
、現
在
の
居
住
地
に
住
民

登
録
が
で
き
な
い

▽
基
準
日
か
ら
申
請
時
ま
で
、引
き
続
き
市
内

に
居
住
し
て
い
る

②
子
育
て
応
援
特
別
手
当
相
当
額
給
付
金
の
場
合

①
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
、子
育
て
応
援

特
別
手
当
の
給
付
対
象
と
な
る
子
ど
も
が
い
る

給
付
額　
そ
れ
ぞ
れ
の
給
付
額
に
相
当
す
る
額

相
談
期
間　

10
月
１
日
㈭（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を

除
く
）ま
で

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

相
談
先　
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（
５
８
４
）１
１
３
６（
相
談
専
用
）

定額給付金、子育て応援特別手当の相当額を給付します
ＤＶ被害者などへ

人権男女共同参画課　 （584）1111 （584）1153

春
日
市
自
治
会
連
合
会
が
主
催
す
る「
秋
の

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
」へ
の
出
店
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

友
達
や
家
族
と
一
緒
に
参
加
し
、家
庭
に
眠
る

不
用
品
を
必
要
な
人
に
譲
る
こ
と
で
、ご
み
を
減

ら
し
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、食
品
や
手
作
り
品
、仕
入
れ
た
物
、生
き

物
、そ
の
場
で
動
作
確
認
が
で
き
な
い
家
電
製
品

な
ど
は
出
品
で
き
ま
せ
ん
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
個
人
ま
た

は
グ
ル
ー
プ

※　

グ
ル
ー
プ
内
に
対
象
要
件
を
満
た
す
人
が
１

人
以
上
い
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。た
だ
し
、業
者

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
10
月
18
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
市
民
駐
車
場

参
加
費　
一
組
１
，０
０
０
円

定
員　
１
３
５
組

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
、初
出
店
の
人
を
優
先

し
て
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法　

９
月
４
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、ハ
ガ

キ
に「
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
出
店
希
望
」、郵

便
番
号
、住
所（
物
件
名
、部
屋
番
号
）、氏

名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電
話
番
号（
平
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
連
絡
が
取
れ

る
も
の
）を
書
い
て
送
る（
フ
ァ
ッ
ク
ス

可
）

申
込
先　

同
連
合
会
事
務
局（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
ご
み
減
量
推
進
課
内
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
秋のガレージセール出店者募集

家庭に眠る不用品を出品しませんか

ごみ減量推進課　 （584）1111 （584）1147

定額給付金 子育て応援特別手当

給付対象
平成21年２月１日現在で、
春日市に住民登録や外国
人登録をしていた市民

平成14年４月２日〜平成
17年４月１日生まれの第２
子以降の子どもがいる世帯

給付額 一人1万2,000円 一人３万6,000円

申請期限 ９月30日㈬（消印有効） 10月１日㈭（消印有効）

備考
▷外国人登録に該当する人
　には、ほかに要件あり
▷18歳以下と65歳以上の
　人は一人2万円

第２子の判定は、平成２年
４月２日以後に生まれた子
どもの中から、年齢順に第
１子、第２子と数える

担当課
行政管理課定額給付金事
業担当（企画担当）
（584）1111
（584）1145

こども未来課母子児童担当
（584）1111
（584）1115

※　給付対象となっているにもかかわらず、いずれの市町村からも通
知がない人は相談してください。

定額給付金と子育て応援特別手当の
申請期限が迫っています
　定額給付金と子育て応援特別手当は、申請しないと辞退したと
みなされ、受け取ることができなくなります。
　申請期限までに、必ず申請してください。
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　５月29日に福岡市で行われた福岡県人権擁護委
員連合会総会で、春日市の人権擁護委員の籾

もみ い
井勇

ゆう じ
次

さん（ちくし台）が表彰されました。
　人権擁護委員は地域住民からの人権に関する相談
を受けたり、正しい人権の考え方を広める啓発活動
などを行ったりしています。
　籾井さんは、平成14年10月から現在まで人権擁
護委員として活動しており、今回の表彰は、長年の人
権擁護活動が評価されたものです。
問い合わせ先　
▷筑紫人権擁護委員協議会
（922）2881　 （922）3342

▷市人権男女共同参画課
（584）1111　 （584）1153

福岡県人権擁護委員
連合会長表彰

高
齢
者
福
祉
計
画
２
０
０
９
・
第
４
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、市
は
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

所（
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
）を
設
置
す
る

た
め
、こ
の
事
業
所
の
運
営
を
行
う
法
人
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
区
域　
市
内
全
域

募
集
定
数　
１
事
業
所（
選
考
に
よ
り
決
定
）

受
付
期
間　
９
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

※　

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
、

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

高
齢
課
高
齢
者
支
援
担
当（
市
役
所

１
階
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
地域密着型サービス事業所

開設事業者を募集します

高齢課 高齢者支援担当　 （584）1111 （584）3090

地
域
で
の
環
境
保
全
活
動
や
環
境
学
習

会
な
ど
、環
境
に
対
す
る
取
り
組
み

を
環
境
フ
ェ
ア
で
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

　

パ
ネ
ル
展
示
や
壁
新
聞
、活
動
発
表
会
な

ど
、形
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、展
示
ス
ペ
ー
ス

な
ど
の
制
約
を
設
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

出
展
は
無
料
で
す
。

日
時　
10
月
18
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
ロ
ビ
ー

申
込
方
法　

８
月
26
日
㈬
ま
で
に
、電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

団
体
の
名
称
、所
在
地
、連
絡
先
、発

表
内
容
を
伝
え
る

申
込
先　
環
境
課
環
境
計
画
担
当

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.jp

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
春日市環境フェア参加団体募集

環境への取り組みを発表しませんか

環境課 環境計画担当　 （584）1111 （584）1147

障
害
者（
児
）に
対
す
る
各
種
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人（
支
給
停

止
中
の
人
を
含
む
）は
、現
在
の
収
入
状

況
な
ど
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、提
出
期
限
ま
で
に
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

　

な
お
、対
象
者
に
は
現
況
届
を
送
付

し
て
い
ま
す（
８
月
３
日
㈪
発
送
済
）。

対
象
手
当

〇
国
か
ら
の
手
当

　

▽
障
害
児
福
祉
手
当

　

▽
特
別
障
害
者
手
当

　

▽
経
過
的
福
祉
手
当

〇
市
か
ら
の
手
当

　

▽
春
日
市
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

提
出
期
限　
８
月
28
日
㈮

提
出
先　

福
祉
支
援
課
障
害
担
当（
市

役
所
１
階
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
障害者（児）各種手当の現況届

８月28日までに提出してください

福祉支援課 障害担当　 （584）1111 （584）3090

　生ごみたい肥を使い、プランターで秋冬野菜を育
ててみませんか。ダンボールコンポスト熟成方法の
コツなども教えます。
　参加は無料です。
日時　9月4日㈮　午後2時〜4時
場所　市役所大会議室
定員　40人（申込先着順）
申込方法　電話かファックスで住所、氏名、電話番号

を伝える
※　ダンボールコンポスト未経験の人は、ダンボー
ルコンポスト講習会を受講してください。

申込・問い合わせ先　ごみ減量推進課
　 （584）1111　 （584）1147

ダンボールコンポストを活用
プランター菜園講座
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春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
追
加
講
座「
親
子
で
ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ッ
キ
ン
グ
」（
全
３
回
）

耐
火
レ
ン
ガ
を
積
ん
で
石
釜
を
作

り
、ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

期
日
・
内
容

▽
８
月
29
日
㈯　

石
釜
で
ピ
ザ
を
焼

こ
う

▽
10
月
24
日
㈯　

薫
製
作
り
に
挑
戦

▽
12
月
12
日
㈯　

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン

を
使
い
こ
な
せ

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

参
加
費（
全
３
回
分
・
材
料
費
込
）

▽
中
学
生
以
上　

２
，０
０
０
円

▽
小
学
生
以
下　

１
，０
０
０
円

定
員　

親
子
７
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　

８
月
21
日
㈮

○「
ビ
ー
玉
万
華
鏡
づ
く
り
」（
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
広
場
事
業
）

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

一
風
変
わ
っ
た
万
華
鏡
を
作
っ

て
、夏
休
み
の
工
作
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生

※　

小
学
１
〜
３
年
生
は
、保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
22
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

材
料
費　

３
０
０
円

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同

セ
ン
タ
ー（
須
玖
北
５
ー

１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w

2.csf.ne.jp/~m
achi

cen/

夏
休
み
限
定
企
画

裁
判
所
親
子
見
学
会

　

５
月
21
日
か
ら
裁
判
員
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。こ
の
裁
判
員
制
度
や
裁
判

の
仕
組
み
に
つ
い
て
、親
子
で
学
び
ま

せ
ん
か
。さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
い
企
画
も

準
備
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

小
学
５
・
６
年
生
と
保
護
者

日
時　

８
月
26
日
㈬

▽
午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※　

い
ず
れ
も
30
分
前
か
ら
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す
。

場
所　

福
岡
地
方
裁
判
所
３
０
１
号
法

廷（
福
岡
市
中
央
区
城じ

ょ
う
な
い
内
１
ー

１
）

内
容　

模
擬
裁
判
、ク
イ
ズ
・
質
問
コ
ー

ナ
ー
、記
念
撮
影（
法
服
着
用
）

な
ど

定
員　

各
１
０
０
人
程
度（
申
込
先
着

順
）

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
地
方
裁

判
所
総
務
課
広
報
係

（
７
８
１
）３
１
４
１（

３
１
０
９
）

（
７
３
１
）７
２
８
２

春
日
市
水
泳
連
盟
　

シ
ル
バ
ー
水
泳
教
室

対
象　

60
歳
以
上
の
人

日
時　

９
月
13
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
午
前

10
時
集
合
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）

参
加
費　

無
料（
別
途
プ
ー
ル
使
用
料

が
必
要
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
６
日
㈰
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、性
別
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
盟 

岡お
か
べ部

０
９
０（
９
７
２
１
）６
５
８
５

（
５
８
５
）２
１
９
２

い
き
い
き
ル
ー
ム

初
回
説
明
会
・
体
力
測
定

○
新
規
会
員
初
回
説
明
会

同
ル
ー
ム
の
会
員
に
な
る
と
、施

設
内
で
、運
動
機
器
を
利
用
し
た
運

動
や
集
団
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
、自

分
に
合
っ
た
運
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。会
員
に
な
る
に
は
、初
回
説

明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

対
象　

平
成
21
年
４
月
以
降
に
利
用

し
た
こ
と
が
な
い
人

日
時　

毎
週
月
〜
土
曜
日（
祝
日
を

除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４

時
の
う
ち
、お
お
む
ね
１
時

間
程
度

※　

日
程
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

会
員
登
録
手
続
き
、利
用
方

法
な
ど
の
説
明
、集
団
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
な
ど

利
用
料（
登
録
料
含
む
）

▽
65
歳
未
満　

一
回
３
５
０
円

▽
65
歳
以
上　

一
回
２
５
０
円

○
体
力
測
定

一
人
一
人
の
体
力
度
に
合
っ
た
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
た
め
の

体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

特
に
、運
動
初
心
者
や
介
護
予
防

を
行
い
た
い
高
齢
者
、よ
り
具
体
的

な
運
動
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
い
人

な
ど
は
、ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

日
程　

９
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬
の
月

〜
土
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

※　

体
力
測
定
の
結
果
説
明
・
運
動

ア
ド
バ
イ
ス
は
、別
の
日
に
行
い

ま
す
。

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
の
う

ち
約
１
時
間

内
容　

持
久
力
測
定
、握
力
測
定
、柔

軟
性
測
定
、片
足
立
ち
、垂

直
跳
び
、反
復
横
跳
び
、棒

反
射
テ
ス
ト
、体
成
分
分
析

測
定
な
ど

※　

年
齢
や
体
力
度
に
よ
り
、一
部

変
更
し
ま
す
。

参
加
費

▽
65
歳
未
満　

一
回
３
５
０
円

▽
65
歳
以
上　

一
回
２
５
０
円

※　

同
ル
ー
ム
の
会
員
で
な
い
人

は
、会
員
登
録
料
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、体
成
分
分
析
測
定
を
希

望
す
る
人
は
、別
途
３
０
０
円
が

必
要
で
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　

上
ぐ
つ
、運
動
し

や
す
い
服
装

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー

ム（
昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
内
）

（
５
０
１
）１
１
６
２

（
５
０
１
）０
０
５
１
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申
込
方
法　

９
月
７
日
㈪
午
前
９
時
30

分
か
ら
、電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
社
点
字
教

室
係

（
７
５
１
）４
０
７
０

（
７
１
５
）１
１
４
８

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
11
月
・
12
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

日
時　

９
月
５
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容

▽
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　

一
組
４
０
０
円

定
員　

20
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　

８
月
17
日
㈪
〜
31
日
㈪

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番

号
、出
産
予
定
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

応
募
要
項
を
送
り
ま
す
の
で
、電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

○
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

各
種
事
業
や
広
報
活
動
を
手
伝
う

「
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」も
募
集
し
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
い
の
ち
の
電
話

事
務
局

（
７
１
３
）４
３
４
３

（
７
２
１
）４
３
４
３

K
B
C
点
字
教
室

受
講
者
募
集

　

K
B
C
開
発
株
式
会
社
は
、聴
取
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
た「
通
り
ゃ
ん
せ
基
金
」

に
よ
り
運
営
す
る
点
字
教
室
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

点
字
が
初
め
て
で
、障
害
の
な

い
人

日
程　

10
月
６
日
〜
12
月
22
日
の
毎
週

火
曜
日（
計
12
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

※　

11
月
３
日
㈫
は
祝
日
の
た
め
、11

月
４
日
㈬
に
振
り
替
え
て
行
い
ま

す
。

場
所　

K
B
C
会
館
４
階
会
議
室（
福

岡
市
中
央
区
長な

が
は
ま浜
１
ー
１
ー

34
）

講
師　

田た
な
か中
聞も
ん
た多
さ
ん（
福
岡
Y
M
C

A
、西
日
本
短
期
大
学
非
常
勤

講
師
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

共
同
募
金
運
動
推
進
大
会

福
祉
講
演
会

　

共
同
募
金
運
動
に
対
す
る
功
労
者
と

春
日
市
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
啓
発

チ
ラ
シ
に
お
け
る
絵
画
入
賞
者
の
表
彰

式
典
と
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

９
月
23
日
㈬

▽
式
典　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

▽
講
演「
だ
ま
さ
れ
な
い
心
と
生
き
方
」

　

午
後
２
時
15
分
〜
４
時

講
師　

安あ
ん
ざ
い斎
郁い
く

郎ろ
う

さ
ん（
立
命
館
大

学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
名
誉
館
長
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

福
岡
県
要
約
筆
記
奉
仕
員

養
成
講
座（
基
礎
課
程
）

　

県
は
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
増
進
を
図

る
た
め
、要
約
筆
記
に
必
要
な
技
術
な

ど
の
指
導
を
行
う
、要
約
筆
記
奉
仕
員

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

受
講
終
了
後
、要
約
筆
記
通
訳

活
動
が
で
き
る
人

日
程　

９
月
11
日
〜
10
月
30
日
の
毎
週

金
曜
日（
計
８
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※　

初
日
と
最
終
日
は
、午
後
３
時
30

分
ま
で
行
い
ま
す
。

場
所　

古
賀
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー（
古
賀
市
駅え

き
ひ
が
し
東
１
ー
１
ー

１
）

受
講
料　

１
，０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

８
月
28
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、年
齢
、職
業
、電
話
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
を
書
い
て
送
る

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
聴
覚

障
害
者
協
会
要
約
筆
記
奉
仕
員

養
成
講
座（
基
礎
課
程
）受
講
申

込
係（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町

３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
３
階
）

（
５
８
２
）２
４
１
４

（
５
８
２
）２
４
１
９

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

懇
談
会

　

人
工
肛
門
や
人
工
膀ぼ
う
こ
う胱
を
つ
け
て
い

る
オ
ス
ト
メ
イ
ト
や
そ
の
家
族
、医
療

関
係
者
、介
護
関
係
者
を
対
象
に
、懇
談

会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

８
月
30
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
５
号

室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容　
「
日
常
生
活
に
お
け
る
ス
ト
ー

マ
管
理
」

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
福
岡
県
支
部　

牛う
し
じ
ま島

０
９
０（
７
９
２
１
）１
１
２
９

（
５
７
５
）１
７
４
１

福
岡
い
の
ち
の
電
話

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

電
話
相
談
員
と
し
て
悩
み
の
相
談
に

応
じ
る「
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
募
集

し
ま
す
。

対
象　

23
歳
〜
66
歳
の
人

日
程

▽
10
月
14
日
㈬
〜
平
成
22
年
７
月
28
日

㈬
の
水
曜
日
の
う
ち
月
２
回
程
度

（
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

▽
平
成
22
年
８
月
11
日
㈬
〜
平
成
23
年

９
月
１
日
㈭（
実
習
）

場
所　

九
州
キ
リ
ス
ト
教
会
館
内
研
修

室

受
講
料　

２
万
円

※　

２
回
行
う
宿
泊
研
修
に
は
、別
途

実
費
負
担（
一
回
７
，０
０
０
円
程

度
）が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員　

50
人（
面
接
と
書
類
審
査

に
よ
り
決
定
）

申
込
期
限　

９
月
26
日
㈯

※　

申
し
込
み
を
希
望
す
る
人
に
は
、
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子
育
て
講
座

受
講
生
募
集

　

自
分
ら
し
い
子
育
て
を
ゆ
っ
た
り
と

し
た
気
持
ち
で
で
き
る
よ
う
、保
育
士

や
助
産
師
な
ど
が
講
師
と
な
り
、子
育

て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
役
立
つ
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

対
象　

乳
幼
児
の
保
護
者
と
妊
娠
中
の

人

期
日
・
内
容

▽
９
月
18
日
㈮　

開
講
式
・「
親
子
遊

び
」

▽
９
月
26
日
㈯　

講
演
会「
命
の
大
切

さ
」

※　

受
講
生
以
外
も
参
加
で
き
る
一

般
公
開
講
座
で
す（
６
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）。

▽
10
月
２
日
㈮　

調
理
実
習

▽
10
月
９
日
㈮　

交
流
会「
市
バ
ス
で

春
日
を
知
ろ
う
」

▽
10
月
16
日
㈮　
「
食
卓
で
変
わ
る
、社

会
が
変
わ
る
」

▽
11
月
13
日
㈮　
「
子
ど
も
の
ほ
め
方
、

叱し
か

り
方
」、「
子
ど
も
の
病
気
と
け

が
」

▽
11
月
20
日
㈮　

手
作
り
会

▽
11
月
27
日
㈮　

閉
講
式
・「
地
域
で
子

育
て
」

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

※　

９
月
26
日
の
み
、時
間
は
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
に
行
い
ま
す
。

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

２
，０
０
０
円（
材
料
費
含

む
・
全
８
回
分
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

託
児
料　

一
人
２
，０
０
０
円（
全
８
回

分
）

申
込
方
法　

８
月
25
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、封
筒
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
、

応
募
の
動
機
を
明
記
し
た
も
の

と
、90
円
切
手
を
同
封
の
上
、郵

送
す
る

※　

託
児
希
望
者
は
、子
ど
も
の
名
前

（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
呼
び
名
・
生
年

月
日
を
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議（
大
谷
６
ー

24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）

※　

運
営
日
は
火
・
水
・
金
曜
日
で
す
。

（
５
８
４
）３
３
６
６

（
５
７
４
）０
７
６
８

春
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

　

け
が
の
予
防
や
応
急
処
置
、再
発
防

止
に
役
立
つ
、正
し
い
テ
ー
ピ
ン
グ
方

法
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
団
体
の
指

導
者
と
保
護
者
、ま
た
は
市
内

に
居
住
し
、テ
ー
ピ
ン
グ
に
興

味
が
あ
る
人

※　

で
き
る
だ
け
２
人
１
組
で
参
加
し

て
下
さ
い
。

日
時　

９
月
12
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　

一
人
５
０
０
円（
練
習
用

テ
ー
ピ
ン
グ
代
）

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、タ
オ

ル
、飲
み
物

※　

ひ
ざ
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い（
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
不
可
）。

申
込
方
法　

８
月
28
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

で
参
加
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
団
事
務
局

中な
か
た
に谷

（
５
９
３
）２
２
５
１（

兼
用
）

kasuga_sport_jr@
yahoo.co.jp

福
岡
県
立
福
岡
農
業
高
等
学
校

学
校
開
放
講
座

　

農
業
・
環
境
・
食
料
・
生
活
に
関
す
る

知
識
や
技
術
の
学
習
を
通
し
て
、生
涯

学
習
を
支
援
し
ま
す
。

日
程　

９
月
12
日
〜
12
月
５
日
の
土
曜

日
の
う
ち
計
８
日

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容
・
受
講
料

▽「
食
料
と
生
活
」講
座（
ピ
ザ
、パ
ン
、

手
打
ち
う
ど
ん
、み
そ
、ソ
ー
セ
ー

ジ
、ジ
ャ
ム
な
ど
の
製
造
・
調
理
）

　

８
，０
０
０
円

▽「
農
業
と
環
境
」講
座（
花
・
野
菜
の

栽
培
、鶏
薫
製
、み
か
ん
収
穫
、稲
刈

り
、水
耕
栽
培
、松
竹
梅
盆
栽
な
ど
）

　

１
万
円

定
員　

各
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
込
方
法　

８
月
24
日
㈪
〜
28
日
㈮

（
必
着
）に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性

別
、電
話
番
号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
校
開
放

講
座
実
行
委
員
会（
〒
818
ー

０
１
３
４
太
宰
府
市
大お

お
さ
の

佐
野

２
５
０
）

（
９
２
４
）５
０
３
１

（
９
２
８
）０
７
４
０

春
日
市
国
際
交
流
協
会

秋
期
親
子
英
会
話
講
座

　

英
語
を
母
国
語
と
す
る
講
師
に
よ
る

親
子
英
会
話
講
座
で
す
。１
日
無
料
体

験
講
座（
８
月
22
日
㈯
・
要
予
約
）も
行

い
ま
す
。

対
象　

３
歳
〜
小
学
２
年
生
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者（
３
歳
未
満
の

同
伴
幼
児
は
無
料
）

日
程　

９
月
〜
平
成
22
年
３
月
の
第

２
・
第
４
土
曜
日（
計
14
日
）

時
間（
次
の
い
ず
れ
か
）

▽
午
後
１
時
〜
２
時

▽
午
後
２
時
〜
３
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）

受
講
料　

月
額
一
組
２
，５
０
０
円

（
３
・
４
カ
月
分
ず
つ
前
納
）

※　

２
人
目
以
降
の
子
ど
も
の
受
講
に

つ
い
て
は
、一
人
に
つ
き
月
額
１
，

０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

定
員　

各
15
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

８
月
21
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会 

田た
ぶ
ち渕

（
５
９
６
）６
９
５
６（

兼
用
）

福
岡
断
酒
友
の
会

酒
を
や
め
た
い
人
の
集
い

　

酒
を
ど
う
し
て
も
や
め
ら
れ
な
い
人

や
、酒
で
苦
悩
し
て
い
る
家
族
の
人
な

ど
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

８
月
23
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

福
岡
市
立
博
多
市
民
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
博
多
区
山さ

ん
の
う王
１
ー

13
ー
10
）

内
容　

会
員
・
家
族
に
よ
る
体
験
発
表
、

講
演
、相
談（
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
全
日
本
断
酒
連
盟

福
岡
断
酒
友
の
会

（
７
５
１
）０
７
５
５（

兼
用
）
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情報ひろば

40
代
か
ら
の

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

対
象　

お
お
む
ね
45
歳
以
上
の
人

期
日　

８
月
25
日
㈫

時
間
・
内
容

▽
午
前
10
時
〜
正
午

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
求
人
情
報
の
探
し

方
▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

知
ら
な
い
と
怖
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
落
と
し
穴

受
講
料　

無
料

定
員　

各
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
高
齢
期

雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー（
福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
３
ー

25
ー
21
博
多
駅
前
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
３
階
）

（
４
３
３
）１
０
６
８

（
４
３
３
）１
０
６
９

春
日
市
国
際
交
流
協
会

「
世
界
の
料
理
講
座
」

　

南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
料
理
を
、九
州

大
学
の
留
学
生
と
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん

か
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
23
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

料
理
講
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　

１
，２
０
０
円（
同
協
会
会
員

は
６
０
０
円
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、三
角

き
ん
、ふ
き
ん
、持
ち
帰
り
用
の

容
器　

申
込
方
法　

８
月
19
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会 

浜は
ま
べ辺

（
５
９
３
）５
８
９
３（

兼
用
）

春
日
ダ
ン
ボ
の
会

生
ご
み
た
い
肥
を
使
っ
た
畑
講
座

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
作
り
方

を
学
ん
だ
後
に
、た
い
肥
を
使
っ
た
土

の
作
り
方
や
秋
野
菜
の
植
え
付
け
方

を
、実
習
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、誰
で
も
受
講
で
き

ま
す
。申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

日
時　

９
月
３
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※　

雨
天
の
場
合
は
、９
月
８
日
㈫
に

延
期
し
ま
す
。

場
所　

市
民
農
園（
上
白
水
10
ー
８
）

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、自

転
車
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の　

飲
み
物
、帽
子

※　

畑
作
業
が
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
ダ
ン
ボ
の
会

（
５
９
３
）１
４
０
３（

兼
用
）

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

全
国
一
斉
成
年
後
見
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
方
法
や
遺

言
・
相
続
、悪
質
な
訪
問
販
売
被
害
な
ど

に
つ
い
て
、司
法
書
士
が
無
料
で
面
談

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

９
月
12
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法　

８
月
24
日
㈪
〜
９
月
10
日

㈭（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）の
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
に
、電
話

で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
司
法

書
士
会
福
岡
南
支
部

（
９
１
８
）５
２
６
４

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

　

示
談
書
や
交
通
事
故
に
係
る
保
険
請

求
手
続
き
、損
害
賠
償
請
求
の
書
類
作

成
に
つ
い
て
、行
政
書
士
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　

８
月
22
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
市
和
白
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
福
岡
市
東
区
和わ

じ
ろ
が
お
か

白
丘

１
ー
22
ー
27
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
行
政
書
士
会

（
６
４
１
）２
５
０
１

（
６
４
１
）２
５
０
３

第
４
回「
親
子
で
楽
し
む

朝
ご
は
ん
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

親
子
で
一
緒
に
手
軽
に
作
れ
る
、「
ご

は
ん
」を
使
っ
た
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
朝
食
を
親
子

で
作
っ
て
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
人

※　

20
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

部
門

▽
未
就
学
児
童
〜
小
学
４
年
生
以
下

▽
小
学
５
年
生
以
上
〜
中
学
生

▽
高
校
生
以
上

※　

そ
れ
ぞ
れ
優
秀
作
品
を
表
彰
し
、

最
優
秀
賞
に
は
県
産
米「
夢
つ
く

し
」30
㎏
や
県
産
ブ
ラ
ン
ド
農
林
水

産
物
を
贈
呈
し
ま
す
。そ
の
ほ
か
の

表
彰
者
と
抽
選
当
選
者
に
も
県
産
農

林
水
産
物
を
贈
呈
し
ま
す
。

募
集
期
限　

９
月
10
日
㈭

※　

応
募
用
紙
は
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
２
階
）に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
農
林

水
産
部
水
田
農
業
振
興
課
食
糧

係

（
６
４
３
）３
４
７
２

（
６
４
３
）３
４
７
７

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp/

福
岡
県
遺
族
連
合
会

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　

日
本
遺
族
会
は
、戦
没
者
遺
児
に
対

し
て
、ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
で
の
慰

霊
追
悼
と
現
地
の
人
た
ち
と
の
友
好
親

善
を
深
め
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

対
象　

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島（
周
辺

の
公
海
上
を
含
む
）で
の
戦
没

者
の
遺
児

日
程　

10
月
14
日
㈬
〜
23
日
㈮（
10
日

間
）

集
合
場
所　

東
京
都

参
加
費　

10
万
円

※　

別
途
、集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費

な
ど
が
必
要
で
す
。

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
期
限　

９
月
１
日
㈫

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
７
６
１
）０
０
１
２

（
７
８
１
）２
０
５
６
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５
万
円
と
各
種
副
賞

応
募
方
法　

８
月
20
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、勤

務
先（
学
校
名
）、電
話
番
号（
平

日
昼
間
に
連
絡
が
と
れ
る
も

の
）、応
募
動
機（
３
０
０
字
程

度
）を
明
記
し
、写
真
２
枚（
全

身
お
よ
び
上
半
身
を
そ
れ
ぞ
れ

１
枚
・
普
通
サ
イ
ズ
）を
添
え
て

送
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
ご

は
ん
食
推
進
委
員
会
事
務
局

（
〒
812
ー
８
５
７
７
福
岡
市
博

多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
福
岡
県
農

林
水
産
部
水
田
農
業
振
興
課
食

糧
係
内
）

（
６
４
３
）３
４
７
２

（
６
４
３
）３
４
７
７

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
１
団

活
動
見
学
会
・
説
明
会

　
「
た
く
ま
し
い
子
育
て
の
方
法
」を
考

え
る
た
め
に
、ス
カ
ウ
ト
活
動
を
生
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

▽
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト　

幼
稚
園
年
長

〜
小
学
２
年
生
９
月

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト　

小
学
２
年
生
10
月

〜
小
学
５
年
生
９
月

▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト　

小
学
５
年
生
10

月
〜
中
学
３
年
生
９
月

○
ス
カ
ウ
ト
活
動
見
学
会

日
時　

９
月
６
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

白
水
大
池
公
園
展
望
台
広
場

厚
生
労
働
省
主
催

慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
ビ
ス
マ
ー
ク
・

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
の
戦
没
者
の
遺
族
を

対
象
に
、慰
霊
巡
拝
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

対
象　

ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

で
の
戦
没
者
の
配
偶
者（
再
婚

し
た
人
を
除
く
）、父
母
、子
、兄

弟
姉
妹

日
程　

11
月
21
日
㈯
〜
28
日
㈯（
８
日

間
）

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
期
限　

８
月
24
日
㈪

※　

費
用
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
計
画
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

就
業
を
支
援
し
ま
す

高
齢
者
の
た
め
の
派
遣
事
業

　

㈳
福
岡
県
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン

タ
ー
は
、退
職
後
も
そ
の
豊
富
な
経
験

や
知
識
、技
術
を
生
か
し
た
い
と
希
望

す
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
、企
業
に
派

遣
し
た
り
、無
料
で
紹
介
し
た
り
し
て
、

高
齢
者
の
就
業
を
支
援
し
ま
す
。

○
登
録
者
募
集

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
登
録
を
受
け
付
け
、就
業
条
件

が
合
え
ば
、求
人
企
業
に
派
遣
し
ま

す
。

○
求
人
企
業
募
集

　

職
種
経
験
や
人
生
経
験
が
豊
富
な

人
材
を
求
め
る
企
業
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

営
業
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

は
つ
・
ら
つ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
４
５
１
）８
６
２
１

（
４
５
１
）８
６
２
３

http://w
w

w
.hatsu-ratsu.com

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
春
日

「
女
性
に
機
会
を
与
え
る
賞
」

　

新
し
い
職
業
に
就
き
た
い
女
性
に
、

資
格
取
得
や
職
業
訓
練
の
た
め
の
機
会

を
提
供
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
女
性

▽
子
ど
も
や
親
、夫
な
ど
の
扶
養
義
務

が
あ
り
、一
家
の
家
計
を
支
え
て
い

る（
世
帯
主
で
な
く
て
も
可
）

▽
高
校
や
大
学
、専
門
学
校
、職
業
訓

練
校
で
学
ん
で
い
る（
大
学
院
を
除

く
）

※　

平
成
22
年
５
月
以
前
に
卒
業
す
る

場
合
や
、す
で
に
学
士
号
を
得
て
い

る
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

賞
金

▽
ク
ラ
ブ
賞（
１
人
）　

５
万
円　

※　

リ
ジ
ョ
ン
賞
に
応
募
推
薦
し
ま

す
。

▽
リ
ジ
ョ
ン
賞（
15
人
）　

20
万
円

※　

連
盟
賞
と
し
て
１
人
に
５
，

０
０
０
ド
ル
、４
人
に
３
，０
０
０

ド
ル
を
贈
呈
し
ま
す
。

▽
Ｓ
Ｉ
Ａ
最
優
秀（
３
人
）

　

右
記
最
高
賞
金
と
１
万
ド
ル

応
募
期
限　

10
月
20
日
㈫

※　

応
募
方
法
や
内
容
な
ど
、詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
春
日　

藤ふ
じ
わ
ら原

（
５
８
２
）０
０
２
５（

兼
用
）

福
岡
県
農
林
水
産
物

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
「
あ
ま
お
う
」や「
福
岡
の
り
」を
は
じ

め
、広
く
県
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

強
化
を
図
る
た
め
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上

（
高
校
生
を
除
く
）の
人
で
、年

間
60
日
程
度
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
で
き
る
人

任
期　

選
出
後
１
年
間

募
集
人
員　

３
人

選
出
方
法　

書
類
審
査
と
面
接

報
酬　

選
出
者
へ
の
特
典
と
し
て
賞
金

（
下
白
水
２
０
９
）

内
容　

活
動
体
験
、ゲ
ー
ム

※　

見
学
会
は
、保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
説
明
会

日
時　

９
月
13
日
㈰

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

新
館
研
修
室
３（
大
谷
６
ー

24
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
団
事
務
局　

後ご
と
う藤

（
５
０
１
）０
０
５
３（

兼
用
）

春
日
市
太
極
拳
友
会

一
日
体
験
入
門
無
料
教
室

　

健
康
と
体
力
づ
く
り
、美
容
に
も
良

い
太
極
拳
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

人

日
時　

９
月
12
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
体
育

室（
大
谷
６
ー
28
）

申
込
方
法　

９
月
10
日
㈭
の
午
後
７
時

ま
で
に
、電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

相さ
が
ら良

（
５
７
３
）８
５
０
０（

兼
用
）
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情報ひろば

　暑い日が続くと多くなるのが水の使用量。
　しかし、地球上で人間が利用可能な淡水は、地球全
体水量の0.8％に過ぎません。大切な資源である水
を有効に利用しましょう。

手軽にできる節水例

①歯みがきをするときは、
　コップを利用する。
→一回で5ℓ節水できます。
　（約823円/月の節約※）

②食器洗いは、ひどい汚れを
　古布などでふき取り、
　水をためて洗う。
→一日で80ℓ節水できます。
　（約1,097円/月の節約※）

③風呂の残り湯を洗濯や散水、
　洗車に利用する。
→一日で90ℓ節水できます。
　（約1,234円/月の節約※）

※　市内在住の4人家族の場合で試算しています。
問い合わせ先　環境課　

（584）1111　 （584）1147

生
徒
募
集

Y
o
u
︲
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
太
極
拳

　

個
人
の
体
調
や
体
力
に
合
わ
せ
て
練

習
で
き
ま
す
。ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

▽
毎
週
木
曜
日　

午
後
２
時
〜
４
時

下
白
水
南
公
民
館（
下
白
水
南
３
ー

44
）

▽
毎
週
金
曜
日　

午
後
２
時
30
分
〜
４

時
30
分

　

下
白
水
浄
運
寺（
下
白
水
南
４
ー
35
）

会
費　

月
額
３
，０
０
０
円

※　

最
初
の
１
カ
月
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

柴し
ば
た田

（
５
７
３
）７
５
３
９

平
成
21
年
度

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

受
験
資
格

▽
短
大
卒
業
程
度（
Ⅱ
類
）

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※　

栄
養
士
に
つ
い
て
は
、栄
養
士
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
、ま
た
は
平
成

22
年
５
月
ま
で
に
取
得
す
る
見
込
み

が
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

▽
高
校
卒
業
程
度（
Ⅲ
類
）

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※　

大
学
在
学
期
間
が
２
年
を
超
え
る

人
は
除
き
ま
す
。

１
次
試
験
日　

９
月
27
日
㈰

受
付
期
間　

８
月
17
日
㈪
〜
28
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
期

限
は
、８
月
25
日
㈫
で
す
。

試
験
の
種
類
・
区
分
・
採
用
予
定
数

○
短
大
卒
業
程
度（
Ⅱ
類
）

　

▽
行
政
事
務　

41
人

　

▽
学
校
事
務　

15
人

　

▽
警
察
事
務　

５
人

　

▽
栄
養
士　

３
人

○
高
校
卒
業
程
度（
Ⅲ
類
）

　

▽
一
般
事
務　

35
人

　

▽
学
校
事
務　

14
人

　

▽
警
察
事
務　

２
人

　

▽
土
木　

５
人

　

▽
林
業　

１
人

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
課

（
６
４
３
）３
９
５
６

（
６
４
３
）３
９
６
０

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp/

f20/saiyo.htm
l

平
成
21
年
度

行
政
書
士
試
験

試
験
日
時　

11
月
８
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

試
験
会
場　

福
岡
工
業
大
学（
福
岡
市

東
区
和わ

じ
ろ
ひ
が
し

白
東
３
ー
30
ー
１
）

試
験
案
内
・
受
験
願
書
の
配
布

▽
配
布
窓
口　

県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
県

庁
行
政
棟
北
側
１
階
）

▽
郵
送
請
求
先　

㈶
行
政
書
士
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー（
〒
100
ー
８
７
７
９

郵
便
事
業
㈱
銀
座
支
店
留　

０
３

（
５
２
５
１
）５
６
０
０
）

※　

郵
送
請
求
の
受
付
期
限
は
８
月

28
日
㈮（
必
着
）で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込　

㈶
行

政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
う

http://gyosei-shiken.or.jp
申
込
期
限　

９
月
４
日
㈮

※　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
期

限
は
、９
月
１
日
㈫
の
午
後
５
時
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
市
町
村
支
援

課
行
政
係

（
６
５
１
）１
１
１
１

（
６
４
３
）３
０
７
８

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

　

大
学
通
信
教
育
に
つ
い
て
、各
大
学
、

大
学
院
、短
期
大
学
別
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、講
義
内
容
や
学
習
方
法
、

受
講
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

入
場
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。な
お
、参
加
者
に
は
小
冊
子「
大

学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
」（
大
学
・
短
大

編
）・（
大
学
院
編
）を
配
布
し
ま
す
。

対
象　

一
般
お
よ
び
高
校
生

日
時　

９
月
６
日
㈰

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

※　

入
退
場
は
自
由
で
す
。

場
所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
８
階（
福

岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
４
ー

２
）

参
加
校　

私
立
大
学
26
校
、大
学
院
10

校
、短
期
大
学
６
校

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
私
立
大
学
通
信
協

会

０
３（
３
８
１
８
）３
８
７
０

０
３（
５
８
０
３
）９
９
３
９

http://w
w

w
.uce.or.jp
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知
的
刺
激
を
与
え
よ
う

　

簡
単
な
計
算
や
本
・
新
聞
の
音
読
、

書
写
な
ど
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。ト
ラ
ン
プ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
も
楽

し
く
で
き
る
頭
の
体
操
で
す
。頭
を

し
っ
か
り
と
使
う
生
活
を
心
掛
け
る

こ
と
が
、脳
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。日
記
を
つ
け
る

こ
と
も
、一
日
を
思
い
出
す｢
回
想｣

の
良
い
訓
練
に
な
り
ま
す
。

身
体
を
動
か
そ
う

　

運
動
は
脳
へ
血
液
を
送
る
血
管
の

本
数
を
増
や
し
、新
し
い
神
経
細
胞

の
発
達
を
促
し
ま
す
。外
出
の
機
会

が
少
な
く
な
っ
た
り
、家
事
な
ど
の

自
分
で
で
き
る
こ
と
を
し
な
く
な
っ

た
り
す
る
と
、日
々
の
活
動
量
が
少

な
く
な
り
、認
知
症
に
な
る
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。　

食
生
活
を
見
直
そ
う

　

食
事
を
し
っ
か
り
取
る
こ
と
が
で

き
ず
に
低
栄
養
状
態
に
な
る
と
、多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
脳

認
知
症
の
症
状

　

知
識
や
知
能
、周
囲
へ
の
適
応
性

な
ど
が
失
わ
れ
、日
常
生
活
に
支
障

が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
状
態
を

「
認
知
症
」と
い
い
ま
す
。

認
知
症
の
原
因

　

加
齢
や
病
気
、薬
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、脳
内
の
神
経
細
胞
が
少
な
く

な
っ
た
り
変
性
し
た
り
す
る
と
、さ

ま
ざ
ま
な
情
報
の
伝
達
が
う
ま
く
い

か
な
く
な
り
、理
解
や
記
憶
な
ど
の

混
乱
が
生
じ
ま
す
。ま
た
、脳
梗こ

う
そ
く塞
な

ど
、脳
の
血
管
障
害
に
よ
っ
て
脳
細

胞
が
死
滅
し
た
場
合
も
記
憶
障
害
な

ど
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

脳
が
快
感
を
覚
え
る
生
活
を

　

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
脳

は
快
感
を
覚
え
、よ
り
活
発
に
働
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
前
向
き
な
明
る
い
気
持

ち
で
生
活
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

の
働
き
が
鈍
く
な
り
ま
す
。ま
た
、野

菜
・
魚
・
大
豆
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
取
し
て
脳
梗
塞
な
ど
の
発
症
を
予

防
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

社
会
的
つ
な
が
り
を
持
と
う

　

地
域
と
の
交
流
を
持
ち
、日
々
の

生
活
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。身
だ
し

な
み
を
整
え
、外
出
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
で
、脳
を
若
々
し
く
保
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。ニ
ュ
ー
ス
を
見
る

な
ど
、世
の
中
の
情
報
に
関
心
を
持

つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
よ
う

　
「
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」
、

「
ほ
と
ん
ど
外
出
す
る
機
会
は
な

い
」
、「
何
を
す
る
に
も
面
倒
だ
」と

い
う
人（
介
護
認
定
者
は
除
く
）な
ど

を
対
象
に
、10
月
か
ら「
お
ひ
さ
ま
生

き
が
い
ク
ラ
ブ
」を
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
で
開
催
し
ま
す
。脳
の
活
性
化
や

生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
教

室
で
す
の
で
、参
加
希
望
者
は
、相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病
気
で
す
。

　

認
知
症
を
確
実
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、心
掛
け
次
第
で

そ
の
発
症
リ
ス
ク
を
少
な
く
し
た
り
、進
行
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

脳
の
働
き
を
活
性
化
さ
せ
、認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

たんぽぽメール
　子育て支援センターでは、新しく春日市に転入して来た人や
子ども同士の友達づくりを始めようと考えているお母さんなど
のために、公民館などで行われているサロンやサークルなどを
紹介するチラシ「育児・交流の場」を作っています。
　これは子育てに関する交流の場を紹介するもので、いきいき
プラザ（昇町１ー１２０）、すくすくプラザ（須玖南2ー１２０）に置
いています。
　この「育児・交流の場」に、新しくサークル紹介記事を掲載し
ようと考えている団体は、子育て支援センターに連絡してくだ
さい。
　市で活躍している皆さんからの連絡をお待ちしています。

◆作ってみよう 「しゃぼん玉」◆
　界面活性剤などを使用しない、しゃぼん玉の作り方です。
　小さいお子さんが飲み込まないように気をつけてあげてくだ
さいね。

材料　石けん、水、ガムシロップ、お湯、ストロー
※　液体石けんや粉石けん、固形石けんを削ったものでも構い
ません。

作り方
　空き容器に水を入れ、
石けんを溶かします（液体
石けんのときは１対１の割
合）。ガムシロップを加える
と粘度が増し壊れにくくな
ります。
　ストローの端に切り込み
を入れると大きなシャボン
玉が作れますよ。

▲親子で段ボールハウス宿泊
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平
たいら

　翔
しょう

舞
ま

ちゃん（上白水）
平成20年8月22日生

森
もりやま

山 然
ぜん

大
た

郎
ろう

ちゃん（惣利）
平成20年8月26日生

清
し

水
みず

 かんなちゃん（春日原東町）
平成20年8月26日生

緒
お

方
がた

　翔
しょう

ちゃん（下白水南）
平成20年8月27日生

古
ふる

野
の

 未
み く

来ちゃん（大谷）
平成20年8月30日生

8月後期

10
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
９
月
１
日
㈫（
必
着
）ま
で
の
到

着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口   7/15現在

◎総人口  109,178人

女 　55,981人

男　 53,197人

◎世帯数  43,835世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報を中心に、11分野
の行政情報の中から希望する情報

（複数選択可）を配信するサービスで
す。
　下の携帯用バーコードから登録す
るか、空メールを次のアドレスに送
り、返信メールに書き込まれた URL
をクリックし、画面の指示に従って
登録してください。
　登録は無料です。

ke-as-anzen@ansinkasuga.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

白水小学校
所在地　白水ヶ丘1-100
（915）2525　 （915）2511

　同校は、平成18年4月、春日市
の12番目の小学校として誕生しま
した。「学ぶ」、「集う」、「支える」
の3つの大きなテーマの下、特色
ある学校づくりを進めています。

市内小・中学校の特色や取り組みなどを紹介します。

特色１　コミュニティ・スクール
　開校当初から、学校・地域・家庭がそれぞれの役割と責任を
持ちながら、協力すべきところは積極的に支援しあう「コミュニ
ティ・スクール」を目指しています。
特色２　二期制・サマースクール
　二期制を実施し、一単位時間40分の授業を行っています。
また、個の課題克服に向けて、夏休みに3日間のサマースクー
ルを実施しています。
特色３　コミュニケーション能力の育成
　学習の定着・心の教育・体力の向上のバランスを大切にした
教育を推進しています。特に、コミュニケーション能力を育てる
教育活動に重点を置いており、今年から5年生を対象に地域交
流と体験活動を核とした、壱岐島2泊3日の事業を計画していま
す。

特色１　地域に開く「地域の集い」
　全国学力実態調査やCRT（前学年の学習理解度）の結
果を踏まえ、学年ごとにじっくり教える学習を保護者に説明する

「学力向上宣言」を行ったり、授業参観や保護者・地域・学校
の三者がパネルディスカッションを行ったりして、学校の取り組
みを広く公開しています。
特色２　地域と楽しむ
　親父の会主催で開催する「グラウンドゴルフ大会」や「段ボー
ルハウス」、6年生を対象
として地域の皆さんや保
護者が先生役となり指導
する「キャリア学習」など、
地域の皆さんの協力を得
てさまざまな行事を行って
います。

特色１　子どもたちの学習支援
　教科学習やクラブ活動など、さまざまな場面で地域の皆さんか
ら温かい支援を受けながら、教育活動を展開しています。今年か
ら、来年度入学予定の就学前保護者対象のボランティア活動
も計画しています。
特色２　子どもたちの環境支援
　今年はPTAから法
被を寄付していただい
たり、地域の皆さんの
協力でリングプルによ
る車いすの贈呈を受
けたりすることができ
ました。

▲PTAから寄贈された新しい法被

▲親子で段ボールハウス宿泊

学ぶ 支える

集う



　７月下旬、九州北部を記録的な豪雨が襲い、
各地で道路冠水や土砂災害などの大きな被害
をもたらしました。
　私の家では大きな被害はなかったものの、各
地の被害状況が報道されるたび、あらためて自
然の脅威を感じるとともに、被害に遭われた方々
の恐怖を思うと胸が痛くなりました。
　8月から9月にかけては台風の発生しやすい時
期でもあり、今後も災害に対する警戒が必要で
す。
　次号の市報では、９月１日の「防災の日」にちな
んで「地震に備える」という記事を掲載します。い
ざというときのために、災害発生時の対応法や
避難所などを確認し、家族や友人と安全対策に
ついて話してみてはいかかでしょうか。
　何事もなく平穏な毎日を過ごせることに越し
たことはありませんが、災害は突然やってきます。
「備え」は万全に。

Y

駿
す る が

河遺跡の鉄製品

　駿河遺跡（原町３丁目）では、平成元年の発掘調査で、弥生時代中期から後

期にかけての住居跡が多数発見されました。それに伴い、数多くの鉄製品が出

土しています。

　この写真は、駿河遺跡から出土した

鉄製の小刀、鎌
かま

、やりがんな、鏃
やじり

、斧
おの

で、

当時としては大変貴重なものでした。

　市内では、赤
あ か い で

井手遺跡や仁
に お う て

王手遺跡

など、鍛
か じ

冶を行った工房跡が発見されて

います。

　駿河遺跡の豊富な鉄製品も、これら

の工房で製作されたのでしょうか。

（奴国の丘歴史資料館）
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